
1 オランダにおける「イスラム問題」
の深刻化

ヨーロッパは多くの国がイスラム教徒との

関係をどのようにつけるかという問題を抱え

ている。イスラム教徒の活動家に対してもか

なりの自由を保障してきたイギリスにおいて、

イギリスで生まれ育ったイスラム教徒が、

2005年夏にテロを起こしていたことでもわか

るように、単なる移民の統合の問題ではない。

歴史的に形成されてきたヨーロッパ社会がキ

リスト教を統合原理としてきたのに対して、

イスラム教というまったく異質、しかもキリ

スト教と長年争ってきた宗教をもつ人々が大

量に住むようになったことによる社会的・文

化的・政治経済的統合・関係の問題である。

オランダもその例にもれない。少なくとも

20世紀の間は、オランダ社会は「寛容」の精

神から最もうまくイスラム教徒だけではなく

ユダヤ人を社会の中で安定的に取り込んでき
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オランダにおけるイスラム問題
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Problems of Islam in the Netherlands

Kazuyuki OTA

The Netherlands was regarded as a country that had succeeded in accepting immigrants because of the

Dutch attitude of tolerance, while other European countries were suffering from the problem of minorities.

However, in the 21st century, some political assassinations caused a conflict between the immigrants and

the native Dutch.  The National Security Service and the Ministry of Education investigated the political

actions and influences of Islam on Dutch society and schools and published reports in 2002.  According to

these reports, there exist a few trivial problems, for example, remittances from foreign Islamic organiza-

tions to the domestic ones for the construction of mosques and Islamic schools and religious education in

the Arabic language. These practices instigated a negative feeling toward Islam.  There are two difficulties

to resolve immigration questions, restraints of marriage of Islam and confrontation about human rights

including problems of abortion and divorce.  The Dutch Government has made efforts to integrate newcom-

ers but is considered to have failed because of the high unemployment and crime rates and the low average

literacy level of the immigrants.  Dutch society requires the restoration of tolerance.  This could imply the

revival of new polarization although this was denied by the Dutch Government.
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たと評価されてきた。1990年代の初期まで、

となりのドイツではトルコ人に対する暴行事

件が多発しており、オランダではそうしたド

イツのネオナチ的動向に強い批判があった。1）

そして、1998年に出版された『デュルケムと

現代教育』と題する書物の中で、オランダの

研究者であるヨングは楽観的に次のように書

くことができた。

民族中心主義や右派急進主義の高揚を招きか

ねない。彼らは移民やマイノリティを、特に失

業率の増加や犯罪の増加などの社会悪の根源と

して激しく攻撃するだろう。（略）幸いなことに、

今のところ政治的にはそれほど成功していない

し、一人か二人の信奉者しか国会議員になって

いない。2）

しかし、90年代は白人のオランダ人のイス

ラム教の移民に対する不満が静かに蓄積して

いった時期でもあったのである。3）As Siddieq

という学校で、1997年の生徒の誰かが、学習

障害がある生徒への教育的な配慮に欠けると

ころがあると行政当局に訴えて、査察が入っ

た。4）そして、当局は連絡をより緊密にとる

ことと、教育的空気を改善するように勧告を

行っている。El Inkade in Edeという学校では、

96年に、教師が髭を生やすことやマフラーを

着用するというようなイスラム的な行動を強

制されるということで、オランダ人の教師が

7人一切に辞職する事態となり、新聞の一面

を飾った。そして、そのとき国民党（VVD）

が注意を国会で喚起した。5）

1990年代はイスラム学校においても、公費

で運営されるイスラム学校がどのような教育

様式を確立したらよいのか模索中であったと

考えられる。

1998年に議会からイスラム問題についての

覚書が出され、それを受けて国家安全局がま

ず政治的状況についての報告を2000年に行

い、次にイスラム学校等の教育問題について

の検討が始まった。その最中に911のテロが

起きた。そしてイスラム学校への批判もまた

高まった。その代表的な事例が、再びAs

Siddieqへの非難である。反ユダヤ、反キリス

ト教の文書が、職員室にあったとして、反ユ

ダヤ、反キリスト教、反西欧的な教育を行っ

ているという非難が巻き起こったのである。

「ラジオ、テレビ、新聞はユダヤの支配下

にあり、ユダヤ人は兵器産業を所有し、また

他方戦争を行っている。ユダヤ教徒、キリス

ト教徒、そして共産主義者はみな、ひとつの

線でつながっており、イスラム社会を否定し

ている」というような文書であるとする。

もちろん、学校側はそうした教育を行って

いるわけではないと否定した。6）

詳細に報道を読めば、単に一部そうした文

書が教師の参考文献としてあったというに過

ぎず、それに基づいた教育が行われていたわ

けではなかった。しかし、イスラム学校では、

反ユダヤ教、反キリスト教的な教育が行われ

ているという噂として受け入れていったと思

われる。

911テロはそれまで静かに潜伏していたオ

ランダ人たちの移民への反感を顕現させるこ

とになった。アメリカのテロを喜ぶイスラム

系の移民が夜騒いでいたとして、オランダ人

たちの攻撃を受け、その後イスラム教徒への

暴力、モスクやイスラム学校への放火があい

ついだ。移民からの反撃などもあり、オラン

ダにおける「寛容」は次第に変化してきたの

である。7）そしてそうした動向の少し前から、

実は移民への攻撃は政治的にも始まっていた。

2002年には総選挙が行われることになって

いた。政府は労働党と国民党の連立であった

が、「首相は引退する」と予言して、移民制限

派のフォルタインが立候補を表明したのが、

2001年の夏のことである。911テロの後活発

に政治活動を行い、それまで労働党の地方議

会の議員だったが、2003年の3月に新党を結

成し、ロッテルダムの市議会選挙で圧勝、更

に6月の総選挙に向けての活動を活発に行っ

ていた。テレビ討論で各党の党首を圧倒し、

人気が鰻登りになった。しかし、選挙の直前

に暗殺されてしまったのである。第一党にな
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ったキリスト教民主同盟は2位のフォルタイ

ン党と国民党と連立を組み、内閣を組織した

が、最初から混乱、10月には議会の解散、1

月に再度の総選挙となった。その過程でイス

ラム教国のソマリアから内乱時に逃れ、カナ

ダとオランダで学んだ女性のヒルシ・アリが、

脅迫されたとして地下に潜ったのが、6月の

総選挙の直後である。当時アリは労働党の研

究員をしており、イスラム教は問題であると

さかんにメディアを通じて述べていた。地下

活動から公開の場に戻った彼女は、VVDから

の選挙出馬を発表し、世間を驚かせたが、し

かし、保守的な政党に移った後も、イスラム

批判を続けた。

その後、さまざまな社会勢力への辛辣な批

評をし、短編映画「服従」の監督と脚本を担

当し、イスラムの女性差別を厳しく糾弾して

いた映画監督のゴッホ（有名な画家ゴッホの

親族）が2004年11月2日に殺害されるという

事件が起きた。犯人はオランダ生まれのイス

ラム教徒であり、裁判では「神の意思で殺害

した」と述べた。映画の脚本作者でもあった

アリは再び地下に潜るという事態になり、国

会議員であるにもかかわらず、国会に出席で

きない状態がしばらく続いたのである。8）

2 何が問題か

1で述べたように、オランダ社会はこれま

で他の国が拒絶的な扱いをしてきた人々をう

まく取り込んできたと言われていた。それに

はいくつかの理由がある。

第一はオランダ独特のシステムである「柱

社会（Verzuiling）」である。

柱社会は、オランダとベルギー、オースト

リアの一部にしか存在しなかったと言われ、

オランダが最も典型的であるとされてきた。

もっとも現在では相当崩れており、学校や放

送で残っているだけと言われている。

柱社会とは、生活の多くの領域が宗教的な

組織によって担われる状況のことである。極

端に言えば、カトリックの病院で生まれ、カ

トリックの学校に通い、カトリックの放送を

聞いて、カトリックの新聞を読み、職場のカ

トリック色の強い職場でカトリック系の労働

組合に入る、そして、カトリック教会を中心

として地域活動を行う。このように生活のほ

とんどをカトリックの世界で過ごすことがで

きる。こうして、カトリックやプロテスタン

トが、同じ国にありながら、分離した生活を

営む状態ができあがっていたのである。

柱社会が強くなったのは、1917年に学校闘

争の妥協が成立し、宗教的な学校が完全に公

立学校と同等の資格を獲得し、学校を公立や

私立を自由に選択できるようになって、分離

が進んでいったのだとされる。そして、1960

年代から70年代にかけての産業構造や政治的

変化を受けて、徐々に崩壊してきた。

オランダ人が最も誇るオランダ人の特性は

「寛容」ということだが、寛容の実体を形成し

ていたのが、この柱社会である。もちろん、

オランダ人の寛容の最も歴史的に重要な側面

は、宗教の自由を求めてスペインと戦い、困

難な独立戦争の結果、独立を勝ち取ったとい

う歴史的背景であろう。

カトリックとプロテスタントのように、同

じキリスト教の棲み分けならば、それで済ん

でいた。そうした寛容は今でも生きているよ

うに感じられる。しかし、キリスト教的な柱

社会が崩壊しつつあるなかで、イスラムとい

う新たな「柱社会」が形成されつつある。9）

これが、オランダ人たちには受け入れがたい

ものとして写っている。

第二はオランダの「教育の自由」が、イス

ラム教徒にも適応され、イスラム学校がキリ

スト教学校などとまったく平等な財政的な補

助を受けて設立されていることである。10）そ

のためイスラム教徒にとっての安定した「居

場所」を確保することができる。放送も同様

のシステムをとっており、イスラムの主張を

社会に公表することができる。

しかし、オランダ人が寛容と理解している

教育の自由は、逆に民族的な差別であるとい

う指摘もなされている。国連の人権関係の報
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告で、問題視されており、その改善が要求さ

れていたのである。ここでは、黒い学校と白

い学校の分離の問題と、マイノリティの高等

教育進学率が2％と極端に低いことが指摘さ

れていた。11）

しかし、オランダ政府の提出したレポート

には、この問題は否定的な現象としては書か

れていない。移民政策や就職に関して差別が

あることを指摘したあと、教育に関して、や

はり憲法23条における教育の自由の規定が事

実上、民族的な差別のように現れていること

を否定はしない。白人の人たちは「白い学校」

に逃避し、移民たちは生活の便宜等で集中し

て居住していることもあり、「黒い学校」に集

中するというわけである。しかし、積極的に

民族的な混合をもたらすような政策をとるべ

きであるか、という点に関しては、アメリカ

の失敗の事例から勧めていないし、また、国

民のほとんどがこの23条の規定の改変を望ん

でいないことを認めているとして、現状とし

て全体的には問題がないと指摘しているので

ある。12）

国連の認識では2004年においても、事態が

改善されていないことについて、不満が述べ

られている。13）

さてオランダ政府やオランダ社会がイスラ

ム移民およびその子弟を社会の中で安定的に

受け入れようと努力してきたにもかかわらず、

それは十分に成功していないという認識がも

たれている。移民の子弟は学力が低く、失業

率が高く、そして、警察沙汰になる事例も多

い。これは受け入れがうまくいっていない例

証となる。就業率では、オランダ人全体で

69％であるが、スリナム出身66%、アンティ

リアン62%、トルコ47%、マロッコ44%で特

にトルコ系、マロッコ系の失業率が高い。ま

た地域でオランダ人との人間関係を全くもっ

ていない人たちの割合は、トルコ35%、マロ

ッコ48%、スリナム19%、アンティリアン

16%となっており、失業率と相関があること

が示唆される。

ライデン大学教授のエルデリングは、移民

の新しい社会での存在形態に4つがあるとい

う説を紹介している。同化・統合・分離・周

辺化である。同化はそれが実現すれば、もっ

とも社会問題化を回避できる形であるが、イ

スラム教徒の場合には、キリスト教国での同

化は難しい。政治的に押し進めれば差別につ

ながりかねない。同化とは、ネイティブの文

化を放棄し、移住先の文化を完全に受容する

ことである。同化の主なプロセスは結婚によ

る文化融合であるが、イスラム教徒の女子は

他の宗教の男性との結婚は認められない。ま

た、イスラム教徒の男性が他の宗教の女性と

結婚する場合には、女性がイスラム教に改宗

する必要がある。また、イスラム教徒は先進

国の人権が必ずしも優れていると考えておら

ず、むしろ人間的な堕落であると評価してい

る面もある。従って、ヨーロッパで生活して

いるイスラム教徒はヨーロッパになかなか同

化しないのである。植民地帝国であった先進

国は、移民してきた人々は同化するものと考

えていたが、次第にそれは困難であると理解

されてきた。エルデリングによれば、オラン

ダ政府は統合をめざしている。14）統合とは、

母国の文化を保持しながら、オランダ文化を

受け入れて生きていくスタイルである。しか

し、統合政策にも無理があるという。なぜな

らば、バイリンガリズムで母語を保持し、ま

た母国の文化を保存しようとしても、実際に

は一時の便宜的な措置であり、オランダ社会

が全体としてそうした言語や文化を受け入れ

ているわけではなく、将来を切り開くものに

しようとしているわけではないからである。15）

分離・周辺化はマイノリティとして社会的に

差別される状況と結びつく。

問題状況はこれだけにとどまらない。統合

の困難といっても、基本的に移民一世だけの

問題で、二世からはオランダ社会で生まれ育

っていくから、不利ではあってもオランダ社

会に統合されていくと考えられていたが、前

述のように、移民子弟の不利な状況が再生産

され、しかも、イギリスロンドンのテロと同

様、ゴッホを暗殺したのが、オランダで育ち、
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オランダでイスラム教徒となった新世代だっ

たことが、統合問題の複雑な問題を提起して

いるのである。

3 国家安全局の調査

国家安全局は、1988年6月にイスラムの政

治的状況についての報告を行っていた。そこ

での概略は、オランダには穏健なものから過

激なものまで多様なイスラム教徒やその団体

があり、大方ヨーロッパ的な価値観には否定

的で統合への抵抗感があるが、しかし、イス

ラム国家樹立のようなラディカルなものは少

ない。モスクが政治的な意味合いをもってお

り、リビア、サウジアラビア、イランなどの

影響を受けている。革命を目指すようなラデ

ィカルな小さなものは、支持者を獲得するよ

うな活動を行っているが、当面は大きな危機

をもたらすようなものとは思われないという

ものであった。16）

国家安全局はさまざまなイスラムへの否定

的な感情を踏まえて、政治的な状況の次に教

育を中心とする動向の調査を行った。報告書

は2002年2月に出された。その内容を見てお

こう。

この調査は課題を以下のように設定した。

1 どのくらい外国のイスラム勢力や国家の影

響がオランダのイスラム教育に影響してい

るか。

2 どのくらいイスラム過激派が活動し、子ど

もの教育に影響を与えているか。

3 どのくらいオランダ社会の統合に反するよ

うな干渉が行われているか。

4 どのくらい民主的な原則に反するような干

渉が行われているか。17）

1988年最初のイスラム学校が2つでき、そ

れから4年後には26校になっていた。多くの

自治体は、設立については消極的である。

2001年には32校、6000人の生徒がいる。まだ

全体としてみれば、微々たるものである。

イスラム学校の30％はトルコ系である。ト

ルコは世俗国家を志向しており、国家政策と

して、オランダにイスラム学校はもはや必要

ないという認識をもっている。トルコ系のイ

スラム学校の運営者も非トルコ系の者が増加

しており、更にイスラム学校におけるトルコ

系の子弟の割合も低下している。18）

20％は雑多な出身者の学校であり、どちら

かというとスリナム系が多い。学校の設立に

おいては、Stichting Islamitische Onderwijs

Nederland（ION）に属している。

40％はマロカーン系で、宗教教育を重視し、

外国の資金の援助を受けており、極めて保守

的である。外国の団体は過激なものもあり、

過激なEgiptische Moslimbroederschapに近い。

ここには、ソマリア、スーダン、アフガンな

ど新しいマイノリティも多い。

ひとつ、スリナム・ヒンドゥイスラム学校

World Islamic Mission Nederland（WIMN）が

ある。19）

オランダでは私立学校を設立する場合には、

ドームと言われる学校の協議会に入る必要が

あるが、イスラム学校のドームであるISBO

は非常に活発に活動し、イスラム学校の運営

だけではなく、新しい学校の設立に熱心であ

る。20）またイスラム学校で問題が起きたり、

社会的な批判を受けたりすると、対応もして

いる。

小学校に比べて中等学校は設立が遅れ、ま

だ数が少ない。2000年にロッテルダムに最初

の中等学校のイスラム学校ができた。これは

北アフリカ出身者が努力したもので、宗教的

には保守的である。更にアムステルダムに2

校2001年にISBOがイニシアをとって設立さ

れた。しかしこれらは、大学に接続する

VWOではなく、以前のMAVOに相当する学

校である。

高等教育はまだまだの段階だが、HBOはあ

る。Aan de Educatieve Faculteit Amsterdam en

de Bijzonder Leerstelで Stichting Islamitische

Hoger Onderwijs SIHOがイニシアをとってお

り、アムステル大学と提携している。

De Islamitische Universiteit Rotterdam は認可

された大学ではないが、多くの学生を集めて
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いる。またDe Islamitische Universiteit van

Europa.ができた。21）これらは政府によって認

可された大学ではないので、公費補助は受け

ておらず、財政的には苦しい。

イスラム学校の状況はこのようなものであ

るが、では問題となるそれぞれの点について

はどうだろうか。

外国からの干渉については、3つの団体を

問題視している。リビアのWorld Islamic Call

Society、サウジアラビアのAl-Waqf al-islam、

そしてトルコのTurkse Diyanetである。

最も問題視しているのはAl-Waqf al-islamで

ある。

Al Waqfは中等学校や高等教育機関にはな

いが、小学校に多くの援助資金をしており、

イスラム小学校の20％に及ぶ。88年からオラ

ンダに事務所を開設して、活発な資金援助を

している。

報告書は、あまり過大評価すべきではなく、

内部分裂があり、また、オランダの公立学校

は、公費で運営されており、財政的に依存し

ているわけではないし、オランダにはサウジ

からの移民はほとんどいないとしている。22）

興味深いことは移民のイスラム教徒よりは、

オランダ生まれのイスラム教徒の方が熱心な

ことである。彼らの方が非寛容、差別、反民

主主義、反統合的性質をもっている場合があ

る。23）

Al-Waqfが注意されるのは、オランダでの

影響力を拡大しようとしていることと、何よ

りもサウジアラビアがイスラム原理主義のひ

とつの拠点であり、911テロを起こしたテロ

リストが多くサウジアラビアに関連した人物

だったという点にある。

amaaiyya al-Dawa（WICS）はリビアの情報

機関で、世界中に100もの事務所があり、リ

ビア政府の宗教的・政治的政策を広めるため

の活動をしており、オランダではAl Dawaモ

スク（ユトレヒト）を設立するなど、モスク

建設に多くの資金を投入し、また、小学校に

多くの資金援助をしている。しかし、直接の

教育への影響力を行使しているわけではない。

イスラム団体への行使が中心であると分析し

ている。1999年のHadi Nowesriが国外追放に

なった後、活動は低下した。24）

イスラム学校の大部分の教師は「統合」的

な視点から出発しているが、そうでない部分

もある。少ないけれども、本国へのアイデン

ティティをもっている者がいる。25）

援助資金はだいたい清掃、マシン、運転手

などに使用されているということで、報告書

は使用法から特に問題視していない。

Diyanetはトルコのイスラム教の団体である

が、1960年代にトルコ人がオランダにやって

きて、オランダの中で文化的なアイデンティ

ティを確立していない時期にオランダ支部が

設立され、モスクなどの建設をリードし、オ

ランダにおけるトルコ人たちの文化的啓蒙を

担ってきた。教育活動としては主にコーラン

の教化・教育を行っている。26）

オランダで3つの小学校に影響力をもって

いたが、ひとつは廃校になり、他のふたつは

非トルコ人の校長になっている。Islamitische

Stichting Nederland voor Onderwijs en Opvoeding

ISNOは、教育の専門家がいないので、小学校へ

の影響力は低下しており、トルコはむしろト

ルコ人的なアイデンティティからイスラム教

徒へのアイデンティティ移行を恐れている。27）

では、過激派の干渉についてはどうか。

トルコのMilli Gorus beweging MGはヨーロ

ッパで最大のイスラム組織とされ、オランダ

で30000人を組織している。オランダ社会の

中ではイスラム教徒の統合や解放をめざして

おり、ゴッホ殺害のテロを批判しているが、

モスクの中では過激な言動もあるとされてい

る。28） Nederlandse Islamitisch Federatie NIFと

Milli Gorus Noord-Nederlandのふたつの組織に

分かれており、ともにヨーロッパ組織の

AMGTとつながっている。6つの小学校をそ

のイニシアで設立した。翻訳が中心で、問題

となることはほとんどやっていない。29）

オランダのトルコ人社会には10の寄宿学校

がある。そのひとつは、Turks Islamitische

Federatiによって指導されている。ある生徒の
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インタビューによると、一人の先生が教えて

いて、オランダ的価値は軽視し、トルコ的な

価値を重視したものであったという。

ハ ー グ に は 、 World Islamic Mission

Nederlandの作る中等職業学校があり、主にス

リナムとヒンズーの出身者が100人学んでい

る。30）

問題はあるものの、大きな問題ではないと

いうのが、トーンの報告書であるが、いくつ

かの点については、厳しい見解を述べている。

まずPolarisationの危険があるという。従って、

柱社会の再構築は政府の政策ではないことを

示している。次にハマスのビデオに見られる

ような外部勢力のイスラム学校への干渉は教

育として好ましくない。オランダは国家とし

ての宗教をもっておらず、自由を保証してい

るのに、エジプトのJihadやアルジェリアの

groupe Salafiste pour la Predication et le combat

などの影響も可能だ。そうした人が学校の運

営に携わったら好ましくない影響がある。ま

た内部からの反統合、的な操作も可能である。31）

OALTは好ましくない状況があるとする。

報告書によれば、彼らは誤解している。

OALTは1998年から導入されたが、統合に反

し、非寛容な感じで使用されている事例もあ

るという。32）OALTはあくまでも下級段階で

の言語教育を目的としているが、それを宗教

教育でやっている。これが大いに問題である。

結論として大部分は問題なく、民族的、宗教

的アイデンティティは違法ではない。しかし、

外国からの援助は教育の自由に反する、資金

援助等そういう事例がいくつか見られる。33）

さてこの報告書はメディア的には大きな話

題を呼んだ。

大衆紙Telegraafは早速、次のような記事を

載せた。

まず、文部省の次官アーデルムント（PvdA）

に、イスラム学校では反ユダヤ的、差別的な

な教育が行われており、このような学校には

子どもを来させたくない、と語らせ、サウジ

アラビアの団体から年間300000ドルの資金を

提供されており、ISBOの代表のMohamed

Douiyebは、麻薬中毒の殺人に関与している

疑いで逮捕されたことがあるなどと報じてい

る。34）

新聞の見出しを見ておこう。

「イスラム学校　憎悪の泉」Telegraaf 2002,

2, 18

「イスラム学校　批判を拒絶」Telegraaf

2002, 2, 28

「イスラム学校を厳しく批判」NRC 2002,

2, 19

「イスラム学校はもっとオープンに」

Algemeen Dagblad 2002. 2. 20

「奇妙な」Telegraaf 2002, 2, 20

これに対して、文部省に対してイスラム学校

の特別査察を行うようにVVDが要求したこと

を紹介している。

4 文部省によるイスラム学校調査報告

文部省からもふたつの重要な文書が出され

た。ひとつは、憲法23条についての検討であ

り35）、他のひとつはイスラム学校の視察報告

である。オランダに公費で運営されるイスラ

ム学校が存在するのは憲法が「教育の自由」

と「公立学校と私立学校の財政的平等」を規

定しているからであり、1960年代以降柱社会

を否定する勢力が現れ、また、柱社会が徐々

に弱体化していったことから、憲法条項が問

題になっていただけではなく、特に1990年代

にイスラム学校設立が増大したことから、問

題視されることが多くなってきたために、憲

法23条の検討を行ったものである。この報告

の結論は、イスラム学校が社会的統合にマイ

ナスになってはおらず、教育の自由は維持さ

れるべきであるというものであった。36）

イスラム学校の調査は、国家安全局による

イスラム学校の調査を意識していると考えら

れるが、直接には1998年に制度化された3年

に1度の視察をイスラム学校に対して集中的

に行ったものであろう。イスラム学校がオラ

ンダの統合にとって、大きな政治問題になっ

ていなくても当然制度的に行われるべき調査
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であるが、911以後の社会的状況を反映して、

注目され、しかも、2002年10月という公表の

時期が移民によるオランダ人青年への暴行殺

人事件と重なったために、大きな社会的な話

題になった。

イスラム学校の教育が、社会の統合という

観点から問題となったのは、1990年代の後半

である。その結果の要点は以下の通りである。

1 行政当局との関係に問題がある学校があ

る。

2 親の参加について問題がある学校があ

る。

3 宗教教授について問題がある学校があ

る。

4 全般的に教育の質が低い学校がある。

これらの学校はそれぞれがひとつの学校と

され、大きな問題とされたわけではなく、決

論的には社会的な統合について問題があると

はいえないとされている。37）学力水準も平均

的であるされた。しかし、いくつかの学校が

問題ありとされたことがメディアによって大

きく取り上げられ、文部大臣もイスラム学校

は問題があるという発言をしたためにイスラ

ム学校の廃止を主張する政治家も現れたほど

である。

とくに問題とされたのは、3番目の問題で

ある。ただしそれは単なる宗教問題ではない。

イスラム教徒の子どもがオランダの学校や社

会に適応する際に最も問題となるのは、言葉

の問題であり、家庭言語と学校・社会言語が

異なるために、オランダ語の修得が不十分に

なり、そのために学校での成績が悪く、不適

応を起こす場合が少なくない。そのためにオ

ランダではOALTと呼ばれるバイリンガリズ

ムに基づく言語教育がなされており、ひとつ

の学校を除いてうまく機能していると評価さ

れている。38）しかし、イスラム学校ではそれ

とは別の言葉の問題がある。イスラム教にお

いては、宗教的な教授はコーランが書かれて

いるアラビア語でなされる。これがイスラム

教徒の相互の共同意識を形成している最大の

手段である。アラビア語を使用していないイ

スラム国家も多数あるが、コーランを学ぶこ

とでアラビア語をある程度修得することにな

る。

オランダの学校では教育言語はオランダ語

と法で決められており、母語の教育を同時に

行うが、それは宗教的な教育とは異なる。従

って宗教教育をアラビア語で行うことは、オ

ランダの法律に違反するという批判が生じる

ことになる。そして、イスラム教は先述した

ように、現在の先進国の人権意識と異なる倫

理を保持している。イスラムにおいては政治

と宗教は一体であるから、宗教的な教えは直

ちに政治的・生活的な指針となる。そのなか

には欧米的な人権概念と衝突する場面があり、

イスラム学校では宗教教育を通して、あるい

は学校全体の秩序の中で反人権的な教育が行

われているという認識につながるのである。

すなわち人権と言語による社会的統合上のマ

イナスという点で、報告書はイスラム学校の

問題点を指摘している。39）そして、1996年に

起きたBilal te Amersfort学校でのハマスのビ

デオを授業で見せたという事件や、40）1で紹

介したような事例が反イスラム学校のキャン

ペーンとして利用された。

宗教の自由を原則的に認める限り宗教が求

めている言語を禁止することはできない。社

会的な問題を感じていなければ、宗教言語と

してオランダ語以外が使われていても特に問

題にはならないのであろうが、オランダ社会

への統合にマイナスであるという認識が示さ

れた。41）

もちろん、そういうイスラム学校でも、通

常の授業をアラビア語で行っているわけでは

ない。あくまでも宗教教授の授業だけである。

そういう意味では宗教教育の自由の原則に違

反しているわけではないのである。

イスラム学校側も相当過敏に反応した。

ISBOの事務局のM. Akbulutが、運営の失敗

を認め、指摘された学校については、きちん

とするように変えていくことを約束したと紹

介している。42） 議長のDouiyebは、イスラム

学校が外国から資金を得て、社会的統合に反
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する教育をやっているなどとは奇妙な言いが

かりだと反論した。

しかし政治的状況は確実に移民に対する規

制的な方向に向かった。

VVDの2003年の選挙綱領は、移民政策と

して、移民の制限、既に移民している人たち

については、オランダ語修得と憲法に規定さ

れたオランダ的価値観と規範の受容を求め、

不法移民や難民については厳しく取り締まる

ことを公約している。

また、学校についても、さぼり行為につい

て、学校に復帰させることをめざすとしてい

る。

2003年が明けて、イスラム学校への指導が

あった。いわばオランダ版「スカーフ事件」

である。het Landelijk Bureau ter bestrijding van

Rassendiscriminatie（LBR）という団体が、イ

スラム学校におけるスカーフの強制をやめる

ように指導したのである。43）そして、アムス

テルダムのプロテスタント系の中学校でイス

ラム教徒の女子生徒がスカーフをつけて通学

したところ、退学になる事件が2003年に起こ

っている。

5 共存のあり方は

さてこのように、寛容だとされたオランダ

においても、イスラムの移民とオランダ人の

間に次第に不寛容の状況が形成されつつある。

不幸な殺人事件も複数起きた。そういう状況

の中で政府関係によるイスラム移民の状況に

関するかなり包括的な調査が行われ、結論的

には問題は少なく、ごく例外的な事例として

不十分な面があると指摘されながら、メディ

アを含めてイスラムへの非難が巻き起こると

いう光景が生じてしまった。

この報告に感じるトーンは、とにかくイス

ラムへのいらだちということであろう。

大部分のイスラム教徒がテロリストでない

ことは、合理的なオランダ人はよく理解して

いる。オランダの学校は私立学校も公立学校

と平等な財政的な補助があるが、それはイス

ラム学校に対しても同様であり、それだけで

はなく、移民の子弟に対しては、公費を支出

する積算基準が多く計算される。また、CITO

という全国の学力テストで低学力であった学

校には特別の補助が出されて、学力の底上げ

が求められる。つまり、移民の子弟に対して

は、一人当たりの公費支出が多いと考えられ

る。また、移民やその子弟は失業力が高いか

ら、生活保護を受ける割合も高く、中にはオ

ランダ語を修得しようとせず、ずっと生活保

護に頼っている人も存在する。そのようにオ

ランダ人の税金で移民の生活と教育を支えて

いることに対する苛立ちが募ってきたことが、

基本的な背景となっているのである。

オランダでは教育的価値として、通常のオ

ランダ社会の価値観や規範を重視する。もっ

ともそれは狭い意味でのオランダ的なもので

はなく、基本的にはオランダ憲法に規定され

ている人権概念が中心となる。しかし、現代

ヨーロッパの人権概念とイスラム社会の価値

観は必ずしも一致しておらず、イスラム側か

ら見るとヨーロッパの人権概念が反道徳的に

思われるものがある。離婚、中絶、同性愛な

ど、少し前まではカトリック教会が公的に否

定していた概念である。イスラム教徒にとっ

て、こうしたことは堕落でしかない。オラン

ダ人から見ると、ここはオランダ社会であり、

かつ人権は普遍的概念であるという意識があ

る。しかし、宗教的な信念はどこにあっても

同じであるという意識から見ると、オランダ

社会にやってきたからといって、「正しい」こ

とが変わるものではないとイスラム教徒は感

じているだろう。

このようにヨーロッパ先進国の論理とイス

ラムとでは、宗教的な拘束の相違と人権概念

（それは政治と宗教の関係と不可分である）の

相違という、ふたつの点で統合が困難である。

オランダ社会は前者に関しては実質的に柱社

会の部分的復活という棲み分けが妥協点とし

て進展しているように感じられる。そして、

これは国際的な規模での棲み分けの一時的な

方法として考察の価値があるといえる。
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しかし、人権概念の違いについてはどうだ

ろうか。カトリックやアメリカのキリスト教

原理主義とイスラムでは多くの中絶や離婚へ

のネガティブな立場や家族の価値を重視する

など、共通点がある。従って、これはキリス

ト教とイスラムの対立というよりは、基本的

には人権概念の検討課題なのだと考えられる。
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